
数学科学習指導案
日 時 平成１６年９月２９日（木）

学 級 １年２組 男子１６名 女子１７名 計３３名

場 所 １年２組 教室

指 導 者 佐々木 雅

１ 単元名 『方程式』

２ 単元設定の趣旨

（１）単元について

小学校では〇、□を用いたり、その代わりに文字χを用いて数量の間の関係を表したり、それにあてはまる値を調べたり

している。ここでは小学校の学習をふまえ、完全に文字に移行するとともに等式の性質を用いた方程式の解法を身につけ、

文章題に取り組むことによって日常生活における数学的思考力の活用場面や必要性、その良さを感得させ、数学を学習し続

ける上での意欲を喚起させたい。

また、方程式を解くことを通して、「等式の性質」という基礎・基本にあたる内容を定着させ、その有用性を理解させる。

さらに、文章題を通して、方程式の有用性を知らせ方程式を用いることができるようにしたい。

ここで学習した等式の性質が方程式と、どのように関わっていくのかを具体的に等式を変形しながら、方程式を解かせそ

の解をもとの方程式に代入させて確かめる操作を繰り返すことで、実際に理解させていく。

方程式は万能ではなく、問題によっては逆算や表・図で求められるものもある。小学校で経験した解き方に、方程式を用

いる方法が１つ増えたと考えればよい。方程式は文章中の未知の量をｘとおき、数量の間の関係をそのまま式に表せばよい

ので、小学校で経験した解き方よりも考えやすいことに気づき、積極的に方程式を活用していこうとする態度を育てていき

たい。

また、前章で学んだ「文字と式」の学習が方程式の理解には不可欠である。文字式の定着を図り、時には授業中に確認し

ていくことも必要である。文章の理解力や計算力などの習熟度を考慮し、中学２年の「連立方程式」や３年の「２次方程

式」まで見通して計画的に指導し、方程式の有効性を理解させていく必要がある。

（２）生徒の実態

不登校の生徒が１名いるが、ほとんどの生徒が活発で積極的に授業に参加している。理解に時間がかかり独力で内容を把握

できない生徒が１名いる。計算力ではあまり差がなく指導がしやすい学級である。普段は発言も多く、まわりを気にせず意見

を述べている。ノートの取り方では数名粗末であるが、素早く記入できている。

事前テスト結果

番 問 題 正答 誤答 無答 番 問 題 正答 誤答 無答

１ □－２＝５ ３１ １ ０ ２ ３＋□＝７ ３１ １ ０

３ □×４＝２０ ３２ ０ ０ ４ □÷３＝６ ３２ ０ ０

５ □＋５－７＝２ ２７ ５ ０ ６ ２×□×３＝２４ ３１ １ ０

７ ４×□÷３＝８ ２９ ３ ０ ８ □×３－２＝４ ２６ ６ ０

９ １本ｘ円の鉛筆２本と、１冊 １３ １６ ３ １０ ｘｋｍの道のりを時速４０ｋｍの １１ １９ ２

１００円のノート３冊の代金 自動車で走ったときにかかる時間

３ 指導計画

（１） 方程式 ・・・・・３時間

（２） １次方程式の解き方・・・４時間（４／４時間目）

（３） １次方程式の利用・・・・４時間

（４） 問題練習・・・・・・・・１時間

（５） 補充練習・・・・・・・・１時間



４ 本時の学習

（１） 本時の学習目標

評価規準 具体の評価規準 努力を要する生徒への手だて

Ａ十分満足できる Ｂおおむね満足できる

数学的考え方 分母を払って，係数を整 分母を払って，係数を整数に 分母の倍数を両辺にかけ分数

係数を整理して，複雑な 数にしてから解く方法を してから解く方法を考えるこ のない形に式を変形できるこ

方程式の解き方を考える 考えることができ，その とができ，その方程式を解く とに気づかせる。

ことができ，その方程式 方程式を解く手順を考え ことができる。

を解くことができる。 ることができる。

（２） 本時の展開

段階 学 習 内 容・活 動 教 師 の 支 援・評 価 留 意 点

導 ・提示された既習未習の方程 ・１次方程式の問題を提示し、既習と未習の問題 ・黒板でカードを用いて問

入 式を既習未習に分けてみる の区別をする。 題を提示する。

５

（学ぼうとする力）分 ・学習課題を設定する

課題

係数が分数の方程式の解き方を考えよう

（学ぶ力）展 １ 分数の問題について、 ・分数のままでは計算が難しいことに気づかせ

どのように解けばよいか る。

考える。 ・等式の性質を用いて両辺に同じ数をかければよ ・かける数を確認する。

いことに気づかせる。

・すべての数にかけることを確認する。

２ 等式の性質を用いて係数 ・かける数がわからなかったり、括弧のはずし方 ・机間指導

（学ぶための力）を整数に直して計算す のわからない生徒に支援する。

る。 ・できている生徒に指名し

板書させる

（学ぶための力）３ 代入して解があっている ・手順を生徒に指名して確認する。

ことの確認をし、手順の ・中間まとめ

開 確認をする。 （黄色のチョーク）

（学ぶ力）４ 問題練習をして、手順の ・係数が分数だったらこの手順でできるか確認さ

確認をする。 せる。 ・かける数がわからなかっ

たり、括弧のはずし方

５ まとめをする。 ・手順を確認し注意事項を付け加える。 のわからない生徒に支援

40 する。

（学んだ力）分 ６ 問題練習をする。 ・机間指導して躓いている生徒を支援する。

終末 ・次時の予定を確認する。 ・次時の予定を確認する。

５分

（３）学力について（校内研との関わりから）

石鳥谷中学校では学力を次の４つの総体であると考え、研究を進めている。

１，学ぶ力・・・・・・学習の仕方（思考過程，教科書・ノート・辞典・参考書・資料集の使い方等）

２，学ぶための力・・・思考力、判断力、表現力、観察力、分析力、想像力等

３，学ぼうとする力・・意欲、目的意識、志向意識、興味・関心、態度等

４，学んだ力・・・・・知識・理解、技能等



方程式確認プリント

組 番 氏名
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方程式

問題練習 提示問題

分数の係数の方程式を 紙板書、分配法則を提示してお

解いてみよう く

両辺に１５をかける

方程式の解き方 手順

（考え方） １ 分母を払う

・係数を整数に直して計算 係数が整数になるように式を

する 変形する。

・そのまま計算する （１）分母の公倍数を両辺

・係数を整数にするには２０ にかける

をかける。 （２）括弧をはずす

・２０は分母の公倍数。 ２ 文字の項を左辺に、数字

の項を右辺に移項する。

手順 ３ 両辺をまとめてａｘ＝ｂ

の形にする

４ 両辺をｘの係数で割る

５ 解をかく
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